
138.ブロナンセリン経⽪吸収型製剤使⽤状況・副作⽤発現状況調査
研究の概要
ブロナンセリン経⽪吸収型製剤は2019年6⽉に世界初の経⽪吸収型製剤の抗精神病薬として承認されまし
た。当院では2020年6⽉に採⽤となり使⽤されています。⼀般病床における精神症状を有する患者の対応
を精神科リエゾンチームに属する精神科医が⾏っており、ブロナンセリン経⽪吸収型製剤が治療に薬剤と
して選択されるケースが散⾒されます。当院でのブロナンセリン経⽪吸収型製剤の使⽤状況および副作⽤
発現状況について調査します。

研究の⽬的と⽅法
本研究では、2020年6⽉から2021年2⽉までにブロナンセリン経⽪吸収型製剤が使⽤された患者を対象と
しています。診療で得られた臨床データ（精神疾患名、使⽤⽬的、副作⽤症状の有無、⾃⼰剥離の有無
等）を電⼦カルテから抽出します。

本研究の参加について
 これにより患者さんに新たな検査や費⽤の負担が⽣じることはありません。また、研究に扱う情報は、
個⼈が特定されない形で厳重に扱います。皆様の貴重な臨床データを使⽤させていただくことにご理解と
ご協⼒をお願いいたします。本研究にご⾃⾝のデータを研究に使わないでほしいと希望されている⽅、そ
の他研究に関してご質問がございます際は、末尾の問い合わせ先までご連絡ください。

調査する内容
本研究は、新たに試料・情報を取得することはなく、既存カルテ情報のみを⽤いて実施する研究です。研
究対象者（患者様）の個⼈情報（⽒名、住所、電話番号、カルテ番号など）は記載せず、対応表を作成し
て管理しますので、個⼈情報は特定されません。

調査期間
研究対象期間︓2020年6⽉1⽇から2021年2⽉28⽇まで
研究実施期間︓委員会承認⽇以後から2022年3⽉31⽇まで

研究成果の発表
調査した患者様のデータは、集団として分析し、学会や論⽂で発表します。また、個々の患者様のデータ
を発表するときも、個⼈が特定されることはありません。
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